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早
い
も
の
で
、
本
年
最
後
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
本
年
も
髙
橋
義
雄
後
援
会
長
は
じ
め
、

後
援
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
９
月
８
日
〜
10
月
24
日
の
間
、
町
内
10
会

場
で
の
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
で
は
、
各

会
場
に
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
頂
き
、
皆
さ
ん
と
お

会
い
出
来
た
上
に
、
私
の
報
告
な
ど
を
お
聴
き
頂

き
、
例
年
同
様
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
会
場
設
営
、
参
加
者
へ
の
声
掛
け

な
ど
は
、
各
地
区
の
後
援
会
の
役
員
の
方
々
に
担
っ

て
頂
き
、
有
難
い
限
り
で
す
。

　

本
年
は
町
長
と
し
て
３
期
目
最
後
の
年
に
な
り
、

そ
れ
は
町
長
職
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
、
12
年
と
い
う

時
が
過
ぎ
た
事
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
報
告
内
容
も

過
去
12
年
間
を
振
り
返
る
事
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
「
一
期
目
は
行
革
」
を
、

「
二
期
目
は
町
の
活
性
化
へ
の
計
画
内
容
」
を
、
「
三
期
目
は
官
民

連
携
ま
た
は
町
単
独
で
の
諸
事
業
が
皆
さ
ん
に
目
に
見
え
て
来
た
経

緯
」
を
、
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

過
去
と
重
複
す
る
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
事
業
が
目
に
見
え
る

形
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
も
更
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
大
型
ホ
テ
ル
の
開
業
や
町
立
美
術
館
カ
フ
ェ
の
整
備

な
ど
で
、
宿
泊
観
光
客
数
が
そ
れ
ま
で
の
年
と
比
べ
約
20
%
増
加
し

た
事
、
湯
河
原
駅
前
広
場
の
整
備
や
ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
オ

ー
プ
ン
に
よ
り
、
駅
周
辺
で
の
観
光
客
の
滞
留
時
間
が
延
伸
し
た
事

な
ど
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
は
、
妊
婦
専
用
救

急
車
を
導
入
し
て
の
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
1
1
9
事
業
の
内

容
な
ど
も
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
取
り
組
ん
で
来
た
事
業
の
一

部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
か

ら
の
声
を
自
分
な
り
に
形
に
出
来
た
事
は
、
と
て
も
嬉
し
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
町
内
に

産
科
病
院
が
無
い
の
で
、
子
供
を
産
む
事
は
と
て
も
心
配
。
」
と
の

声
を
多
く
伺
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
か
出
来
無
い
か
と
職
員
と
知
恵
を

絞
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

〝
妊
婦
専
用
救
急
車
〞
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
出
産
直
前
の
兆
候

を
感
じ
た
な
ら
、
こ
の
〝
妊
婦
専
用
救
急
車
〞
に
よ
っ
て
、
妊
婦
さ

ん
の
掛
り
付
け
の
産
科
病
院
ま
で
迅
速
に
搬
送
す
る
事
が
可
能
と
な

り
、
こ
の
こ
と
が
僅
か
で
も
安
心
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら

こ
の
事
業
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
様
に
、
多
く
方
と
顔
を
見
て
お

話
を
す
る
事
の
大
切
さ
に
気
が
付
く
事
が
出
来
た
の
も
、
「
ふ
れ
あ

い
の
集
い
」
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
約
２
年
前
に
湯
河
原
中
学
校
を
移
転
す
る
判
断
を
い
た
し

ま
し
た
際
も
、
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
か

ら
、
ご
心
配
の
声
や
慎
重
論
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
事
は
今
も
忘
れ

「会員の皆様へ」　2018年を振り返って・・・

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
声
が
、
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
、
先
生
方
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
る
毎
年
２
回
の
津

波
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
の
継
続
に
繋
が
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
お
伝
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
が
移
転
し
た
事
に
よ
り
、
J
C
H
O
湯
河
原

病
院
の
中
央
区
内
へ
の
移
転
（
2
0
2
0
年
春
、
開
院

予
定
）
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

（
2
0
1
9
年
春 

竣
工
予
定
）
、
小
田
原
養
護
学
校
分

教
室
の
整
備
（
神
奈
川
県
の
事
業
）
と
、
元
中
学
校
跡

地
に
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
集
積
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
が
全
て
良
か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ
た
の

か
、
は
今
後
評
価
を
頂
く
事
と
な
り
ま
す
が
、
私
は
こ

れ
ま
で
、
町
長
と
い
う
立
場
は
、
湯
河
原
町
の
事
に
つ

い
て
、
「
判
断
を
す
る
事
」
が
最
大
の
責
任
だ
と
自
分

自
信
に
言
い
聞
か
せ
て
来
ま
し
た
。
「
判
断
を
す
る

事
」
、
「
判
断
を
し
な
い
で
先
延
ば
し
す
る
事
」
こ
の

二
つ
の
考
え
に
置
い
て
は
、
「
判
断
を
す
る
事
」
が
絶

対
的
な
責
任
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

前
提
と
し
て
、
前
述
の
様
に
多
く
の
方
々
の
話
に
耳
を

傾
け
る
事
こ
そ
が
、
極
め
て
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
様
に
、
皆
さ
ん
に
改
め
て
今
の
私
の
思
い
を
、

書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
選
挙
の
年
と
な
り

ま
す
。
新
聞
な
ど
で
既
に
発
表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
四
期
目
を
目
指
し
て
活
動
さ
せ
て
頂
き
、
再

度
、
町
長
職
を
担
う
事
が
出
来
た
際
に
は
、
「
情
熱
」

を
持
っ
て
勤
め
る
事
を
お
約
束
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ

れ
ま
で
同
様
の
、
そ
れ
以
上
の
、
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
が
皆
様
に
と
っ
て

　

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、　

　

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

湯
河
原
町
長　

冨
田　

幸
宏
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、
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後
援
会
長
は
じ
め
、

後
援
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は
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お
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ま
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。
特
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、
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内
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会
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の
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は
、
各

会
場
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、
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せ
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頂
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て
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ぎ
た
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に
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な
り
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の
で
、
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告
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容
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去
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年
間
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り
返
る
事
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頂
き
ま
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簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
「
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期
目
は
行
革
」
を
、

「
二
期
目
は
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の
活
性
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計
画
内
容
」
を
、
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三
期
目
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官
民

連
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ま
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は
町
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独
で
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目
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過
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と
重
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る
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開
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フ
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光
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伸
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1
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ど
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。
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は
、
「
町
内
に

産
科
病
院
が
無
い
の
で
、
子
供
を
産
む
事
は
と
て
も
心
配
。
」
と
の

声
を
多
く
伺
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
か
出
来
無
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か
と
職
員
と
知
恵
を

絞
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ま
し
た
。
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結
果
、
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専
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が
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と
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す
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さ
に
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事
が
出
来
た
の
も
、
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ふ
れ
あ

い
の
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い
」
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ら
で
あ
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ま
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。

　

ま
た
、
約
２
年
前
に
湯
河
原
中
学
校
を
移
転
す
る
判
断
を
い
た
し

ま
し
た
際
も
、
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
か

ら
、
ご
心
配
の
声
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慎
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頂
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ま
し
た
。
そ
の
事
は
今
も
忘
れ
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今
年
の
師
走
は
寒
い
日
が
比
較
的

少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

後
援
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
年
の
瀬
を
迎
え
、
何
か
と
ご

多
忙
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
、
い
つ
も
な
が
ら
多
大
な

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
全
国
で
様
々
な
自
然
災
害
が
発

生
し
、
多
く
の
方
が
そ
の
被
害
に
遭
わ
れ
、
今
も
な
お
、
多
数
の
人
が
日

常
を
取
り
戻
せ
ず
に
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
と
て
も
切
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
湯
河
原
町
と
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
る
広
島
県
の
三
原
市
が
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
い
て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
に

は
胸
が
痛
く
な
る
思
い
で
し
た
。
後
援
会
と
し
て
、
何
か
少
し
で
も
役
立

て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

の
10
会
場
で
〝
お
見
舞
金
箱
〞
を

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
ご
来
場
者
の
皆

様
や
各
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
1
0
7
、
0
3
0
円
の

お
見
舞
金
が
寄
せ
ら
れ
、
町
を
通

じ
て
、
三
原
市
に
お
渡
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
明
年
は
町
長
４
期
目
を
目
指
す
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
冨
田

町
長
は
皆
様
方
の
大
き
な
期
待
、
町
政
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
し
っ
か
り

と
応
え
る
覚
悟
を
持
っ
て
、
日
々
、
真
摯
に
、
か
つ
、
愚
直
に
町
政
運
営

に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

冨
田
後
援
会
長　

髙
橋　

義
雄

2018EVENT今年も各地区役員の皆様には多大なるご支援ご協力をいただき、

多くの町民の方々にご参加をいただく事ができました。

執行部一同心より感謝御礼申し上げます。
2018EVENT2018年「冨田後援会」主催イベントに際しまして2018年「冨田後援会」主催イベントに際しまして

■9/8㈯～10/24㈬ 
　「町長とのふれあいの集い」

湯河
原駅

●
ローソン 湯河原

胃腸病院

消防署

セブンイレブン

桜木
公園

湯河原交番

湯河原町土肥 5-5-5

後援会事務所
が右記の場所に
決まりました。

お し ら せ

※開設日等詳細は後日
　ご案内いたします。


